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国
労
東
日
本
本
部
第
25
回
定
期
大
会
は
、
経
過
の
質
疑
で
６
名
、
運
動
方
針
で

は
20
名
の
代
議
員
か
ら
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
大
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
号

（
７
１
７
号
）
に
て
報
告
し
ま
し
た
が
、今
号
は
大
会
特
集
号
の
「
そ
の
２
」
と
し
、

代
議
員
発
言
と
書
記
長
集
約
を
掲
載
し
ま
す
。
尚
、
紙
面
の
都
合
上
掲
載
の
出
来

な
い
大
会
宣
言
・
特
別
決
議
に
つ
い
て
は
国
労
東
日
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

本
間
代
議
員
（
東
京
・
神
奈
川
）

　

設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制

の
改
善
が
実
施
さ
れ
た
が
、

JR
及
び
P
社
に
技
術
力
低
下

が
あ
り
再
度
の
見
直
し
が
緊

急
の
課
題
で
あ
る
。
大
船
保

技
セ
で
今
年
度
採
用
者
が
国

労
に
加
入
し
て
く
れ
た
。
今

後
学
び
な
が
ら
組
織
拡
大
に

向
け
て
い
く
。
放
射
能
問
題

の
解
決
を
し
て
ほ
し
い
。
中

労
委
の
一
括
和
解
で
未
解
決

問
題
に
つ
い
て
解
決
す
る
気

が
あ
る
の
か
。

 

坂
本
代
議
員
（
水
戸
）

　

大
震
災
を
検
証
し
、
今
後

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

の
か
、
支
社
で
は
ま
だ
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
検

討
中
で
あ
る
。
本
社
に
周
知

徹
底
を
図
る
よ
う
に
要
請
す

る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体

と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
ら

な
る
推
進
に
つ
い
て
、
提
案

か
ら
２
年
経
過
す
る
。
検
修

外
注
化
施
策
の
闘
い
に
本
格

的
に
取
組
む
こ
と
を
要
請
す

る
。

 

岸
本
代
議
員
（
東
京
・
新
橋
）

　

契
約
社
員
の
雇
い
止
め
に

対
し
て
、
宣
伝
行
動
や
職
場

に
お
け
る
取
組
み
を
強
化
し

て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
、

会
社
に
雇
用
を
求
め
て
行
く

「
反
首
切
り
」
の
闘
い
の
提
起

を
。
新
た
な
再
雇
用
制
度
そ

の
も
の
が
破
綻
し
て
い
る
。

エ
ル
ダ
ー
職
場
の
労
働
条
件

改
善
は
ま
っ
た
く
進
ん
で
い

な
い
。
具
体
的
な
取
組
み
を

明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

 

鈴
木
代
議
員
（
東
京
・
上
野
）

　

エ
ル
ダ
ー
職
場
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
て
、
年
金
満
額

支
給
年
齢
ま
で
安
心
し
て
人

○ 

技
術
継
承
に
つ
い
て
は
、
出
向
問
題
を
含
め
て
外
注

化
が
何
を
生
ん
で
き
た
の
か
再
度
洗
い
な
お
す
形
で
、
今

後
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
、
よ
り
重
層
的
な
取
組

み
を
す
る
。

○ 

放
射
能
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
４
月
４
日
に
申
20
号

を
会
社
に
提
出
し
た
。
団
体
交
渉
の
開
催
を
早
急
に
迫

り
、
様
々
な
事
象
に
つ
い
て
把
握
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て

い
く
。

○ 

GS
問
題
に
つ
い
て
、
国
労
東
日
本
本
部
の
基
本
的
な

考
え
方
は
正
社
員
化
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
今
回
、
１

期
生
の
方
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と
い
う
こ
と
で
、

GS
の
皆
さ
ん
の
目
線
に
立
っ
た
視
点
か
ら
要
求
を
作
っ

た
。

○ 

エ
ル
ダ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
複
数
社
に
ま
た
が

る
グ
ル
ー
プ
会
社
な
ど
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
本
部
と
本

社
で
交
渉
を
し
、
支
社
単
体
の
も
の
に
つ
い
て
は
各
支
社

と
当
該
の
地
方
本
部
・
地
区
本
部
間
で
行
う
と
い
う
ル
ー

ル
化
を
し
た
。
各
地
方
支
社
の
段
階
で
対
応
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
す
る
。

○ 

一
括
和
解
の
配
属
事
件
に
つ
い
て
は
、
04
年
の
段
階

で
整
理
が
さ
れ
て
、
各
地
方
機
関
の
皆
さ
ん
の
懸
命
な
努

力
に
よ
っ
て
前
進
し
て
き
た
。
東
日
本
本
部
と
し
て
も
地

方
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
待
ち
」
の
取
組

み
で
は
な
く
て
「
動
」
の
取
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

○ 

被
災
地
域
へ
の
長
期
に
わ
た
っ
て
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
震
災
を
経
て
半
年
が
た
つ
中
で
、
何
が
必
要
な
の
か
、

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
現
地
の
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
含
め
て
組
み
立
て
て
行
き
た
い
。

経
過
に
対
す
る
質
疑
・
討
論

間
ら
し
く
働
け
る
よ
う
、
交

渉
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た

い
。
一
括
和
解
以
降
、
運
転

士
の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
検

修
作
業
に
従
事
し
て
い
る
組

合
員
が
い
る
。
東
日
本
本
部

と
し
て
こ
の
間
、
ど
う
取
組

ん
で
き
た
の
か
聞
き
た
い
。

 

佐
藤
代
議
員
（
盛
岡
）

　

３
月
11
日
の
被
災
に
対
し

て
、
現
在
の
代
替
交
通
の
検

証
や
、
鉄
道
の
復
興
・
復
旧

に
関
し
て
は
利
用
者
の
立
場

に
立
ち
、
労
働
組
合
と
し
て

安
全
を
第
一
に
、
今
ま
で
の

水
準
を
下
げ
な
い
よ
う
に
取

組
む
と
と
も
に
、
被
災
地
に

対
す
る
支
援
は
一
時
的
で
な

く
長
期
に
わ
た
っ
て
の
協
力

を
お
願
い
す
る
。

 

中
山
代
議
員
（
東
京
・
大
宮
）

　

本
年
２
月
に
宇
都
宮
車
掌

区
で
１
名
の
国
労
復
帰
を
勝

ち
取
っ
た
。
職
場
に
お
い
て
、

働
く
も
の
一
人
ひ
と
り
の
目

線
に
立
っ
た
労
働
組
合
と
し

て
の
国
労
を
築
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
他
労
組
の
組
合

員
か
ら
信
頼
さ
れ
、
新
入
社

員
か
ら
選
択
さ
れ
る
労
働
組

合
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

自
信
と
確
信
を
持
ち
、
さ
ら

な
る
取
り
組
み
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
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佐
野
代
議
員
（
東
京
・
八
王
子
）

　

不
採
用
事
件
は
、「
雇
用
」

問
題
に
成
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
が
あ

る
が
、
当
事
者
の
苦
渋
の
判

断
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
。

　

組
織
拡
大
で
は
、
信
頼
さ

れ
る
「
い
い
お
じ
さ
ん
」
で

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
労

へ
の
加
入
を
よ
び
か
け
る
一

歩
前
に
出
た
行
動
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

効
率
化
施
策
を
徹
底
検
証

し
、
全
て
の
働
く
者
の
視
点
、

公
共
交
通
と
し
て
の
視
点
か

ら
運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
学
習

と
交
流
の
強
化
を
。

　

自
己
利
益
で
な
く
、
働
く

者
全
て
の
要
求
を
掲
げ
、
実

直
に
取
り
組
む
姿
勢
の
堅
持

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

石
橋
代
議
員(

千
葉)

　

不
採
用
問
題
の
し
っ
か
り

と
し
た
組
織
的
総
括
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

エ
ル
ダ
ー
問
題
で
は
、
職

場
の
確
保
、
雇
用
の
確
保
が

主
眼
で
、
働
き
続
け
ら
れ
る

労
働
条
件
の
確
保
に
は
程
遠

い
状
態
。
こ
の
課
題
は
急
務

で
あ
る
。

　

要
求
の
前
進
に
は
闘
い
の

背
景
が
な
け
れ
ば
「
力
」
に

な
ら
な
い
。

島
田
代
議
員(

東
京
・
大
宮)

　

外
注
化
施
策
の
矛
盾
点
を

広
め
て
、
安
全
・
安
定
輸

送
確
立
を
求
め
て
い
こ
う
。

日
々
の
職
場
総
点
検
運
動
を

強
め
「
合
理
化
」
の
た
ど
り

つ
く
先
々
を
見
据
え
た
交
渉

や
運
動
の
強
化
を
求
め
た

い
。

　

エ
ル
ダ
ー
問
題
で
は
、
出

向
先
で
分
会
を
つ
く
り
、
会

社
に
交
渉
で
き
る
体
制
が
急

務
。

　

不
採
用
で
支
援
を
受
け
た

組
合
と
し
て
、
地
域
運
動
に

積
極
的
に
関
わ
る
指
導
を
要

請
す
る
。

飯
島
代
議
員(

長
野)

　

職
場
か
ら
の
闘
い
に
よ
っ

て
組
織
拡
大
を
図
り
、
地
域

の
共
闘
運
動
を
よ
り
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

各
地
で
起
き
て
い
る
解
雇

事
件
に
対
し
て
、
国
家
的
不

当
労
働
行
為
で
あ
る
不
採
用

事
件
の
教
訓
・
財
産
を
運
動

に
活
か
し
て
い
こ
う
。

　

職
場
で
起
き
て
い
る
問
題

に
関
わ
り
、
議
論
し
、
要
求

し
、
改
善
さ
せ
て
い
く
あ
た

り
前
の
運
動
に
立
ち
上
が
ろ

う
。

野
佐
根
代
議
員(

東
京
・
上
野)

　

エ
ル
ダ
ー
社
員
が
安
心
し

て
働
け
る
労
働
条
件
、
職
場

環
境
を
求
め
て
、
委
託
会
社

と
直
接
交
渉
で
き
る
取
り
組

み
の
強
化
を
。

　

契
約
社
員
の
雇
い
止
め
の

取
り
組
み
の
強
化
と
正
社
員

化
に
む
け
た
運
動
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
。

　

不
採
用
問
題
の
総
括
と
、

会
社
の
弱
点
で
あ
る
安
全
問

題
を
武
器
に
反
「
合
理
化
」

の
闘
い
を
職
場
か
ら
闘
う
指

導
と
提
起
を
要
請
す
る
。

小
桧
山
代
議
員(

仙
台)

　

国
と
電
力
会
社
が
賠
償
免

責
に
予
防
線
を
張
る
よ
う

な
啓
蒙
・
宣
伝
に
心
底
怒
り

を
感
じ
る
。
設
備
関
係
組
合

員
を
中
心
に
放
射
線
と
向
き

合
っ
た
労
働
環
境
改
善
の
取

り
組
み
が
急
務
。

　

仕
事
安
全
総
点
検
を
強
化

し
「
安
全
・
安
心
」
を
国
労

運
動
の
文
化
と
位
置
づ
け
て

取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
。

高
橋
代
議
員(

東
京
・
大
井)

　

震
災
に
伴
い
、
節
電
と
経

費
節
減
が
会
社
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
結
果
「
設
備

に
金
は
か
け
ら
れ
な
い
」「
予

算
が
な
く
な
っ
た
」
と
職
場

で
言
わ
れ
、
作
業
に
支
障
を

き
た
す
程
の
故
障
が
発
生
し

て
も
、
修
理
や
部
品
購
入
に

時
間
が
か
か
り
、
安
全
・
安

定
輸
送
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。

　

人
事
・
賃
金
制
度
で
の
国

労
要
求
は
絶
対
譲
れ
な
い
要

求
だ
け
に
闘
い
の
強
化
を
。

運
転
検
修
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
の
ル
ー
ル
の
検
証
を
。

高
橋
代
議
員(

秋
田)

　

震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い

て
雇
用
を
守
る
こ
と
、
国
民

の
足
を
守
る
立
場
か
ら
の
具

体
的
取
り
組
み
の
強
化
を
。

　

組
織
拡
大
は
、
こ
こ
数
年

が
勝
負
、
国
労
運
動
を
継
承

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
労
働

条
件
の
維
持
・
改
善
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
保
、
正
常
な

労
使
関
係
確
立
に
欠
か
せ
な

い
。
具
体
的
指
導
と
提
起
を
。

田
中
代
議
員(

東
京
・
新
橋)

　

設
備
メ
ン
テ
施
策
は
、
技

術
継
承
に
重
点
を
お
い
た
施

策
と
い
い
つ
つ
人
員
算
定
基

準
や
移
管
業
務
に
関
し
て
の

教
育
、
配
置
換
え
に
よ
り
業

務
が
回
ら
な
い
等
多
く
の
問

題
が
露
呈
し
て
い
る
。

　

原
発
問
題
は
、
災
害
復
旧

が
最
優
先
と
は
い
え
、
い

つ
被
爆
す
る
か
わ
か
ら
な
い

状
況
で
は
安
心
し
て
働
け
な

い
。

　

組
織
拡
大
で
国
労
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
自
分

達
の
運
動
に
自
信
と
確
信
を

も
っ
て
、
積
極
的
に
加
入
を

呼
び
か
け
る
こ
と
。

内
田
代
議
員(

仙
台)

　

震
災
で
は
、
旅
会
社
が
屋

外
作
業
中
止
に
な
っ
て
い
る

の
に
、
貨
物
会
社
は
災
害
復

旧
を
優
先
し
、
家
族
の
安
否

確
認
が
後
回
し
に
さ
れ
た
。

　

賃
上
げ
、
年
末
手
当
満
額

獲
得
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を

含
め
て
闘
い
の
強
化
を
。

　

組
織
拡
大
に
は
、
貪
欲
に

取
り
組
み
、
一
人
で
も
多
く

の
拡
大
を
目
指
す
。

　

労
働
者
と
利
用
者
の
安
全

を
守
る
こ
と
は
会
社
の
責
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務
。
事
実
と
道
理
で
改
善
さ

せ
る
取
り
組
み
の
強
化
を
要

請
す
る
。

西
尾
代
議
員
（
東
京
・
神
奈
川
）

　

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

団
交
を
開
催
、
人
命
に
か
か

わ
る
こ
と
は
委
託
会
社
社
員

に
直
接
指
示
で
き
る
事
が
初

め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
法

令
上
の
こ
と
は
研
究
と
勉
強

が
必
要
だ
が
、
苦
し
い
言
い

訳
に
な
る
よ
う
な
委
託
関
係

は
解
消
し
JR
の
駅
は
直
轄
に

す
べ
き
。
定
年
延
長
と
あ
わ

せ
て
取
り
組
み
を
。

　

ま
た
、
エ
ル
ダ
ー
職
場
の

清
掃
部
門
は
、
同
じ
環
境
ア

ク
セ
ス
で
も
駅
に
比
べ
て
労

働
条
件
・
環
境
が
違
う
。
当

事
者
の
要
求
前
進
に
は
分
会

結
成
が
重
要
。

　

労
働
協
約
、
申
11
号
の
要

求
前
進
に
向
け
た
職
場
の
闘

い
を
。

倉
林
代
議
員
（
高
崎
）

　

国
労
に
復
帰
・
加
入
を
決

意
し
た
組
合
員
の
心
境
を
考

え
れ
ば
何
を
も
っ
て
加
入
を

判
断
し
た
の
か
明
ら
か
。
一

人
の
弱
い
立
場
の
人
間
を
気

遣
い
回
り
が
支
え
組
織
対
応

す
る
姿
に
決
意
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
や
ら
れ
て
き

た
差
別
か
ら
脱
却
し
今
こ
そ

チ
ャ
ン
ス
の
状
況
を
切
り
開

く
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
運

動
に
立
ち
上
が
る
べ
き
。

恒
本
代
議
員
（
東
京
・
新
橋
）

　

契
約
社
員
の
正
社
員
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は
様
々
な

業
種
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

３
年
経
験
す
れ
ば
正
社
員

と
な
る
の
が
一
般
的
な
考
え

方
。
社
員
の
地
位
の
安
定
化

が
「
安
全
」「
安
心
」
を
生

む
と
し
て
他
の
運
輸
産
業
で

も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
交
渉
を
一
過
性
の
も
の
と

せ
ず
新
た
な
ル
ー
ル
作
り
に

向
け
た
足
が
か
り
と
し
て
の

運
動
の
展
開
を
。

佐
藤
代
議
員
（
新
潟
）

　

大
量
退
職
が
一
段
落
し
、

職
場
は
半
分
以
上
が
平
成
採

用
で
、
若
い
社
員
へ
の
技
術

継
承
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で

い
な
い
。
そ
ん
な
状
況
の
中

で
、
職
場
内
異
動
期
間
が
早

く
な
り
教
育
に
今
ま
で
よ
り

時
間
が
必
要
。

　

今
年
の
３
月
末
に
新
幹
線

の
解
体
場
が
セ
ン
タ
ー
内
に

完
成
。
新
車
と
廃
車
解
体
は

セ
ッ
ト
で
新
車
運
用
が
決
ま

ら
な
い
う
ち
は
廃
車
の
関
係

も
決
ま
ら
な
い
。
運
用
は
本

社
が
決
め
る
と
の
回
答
で
あ

る
。
地
方
も
交
渉
を
行
う
が

本
部
・
本
社
交
渉
も
。

秋
山
代
議
員
（
仙
台
）

　

国
鉄
闘
争
の
総
括
を
求
め

た
い
。
ま
た
、
エ
ル
ダ
ー
制

度
の
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
団

体
交
渉
を
。

　

12
春
闘
は
ベ
ア
を
必
ず

勝
ち
取
っ
て
い
く
た
め
ス
ト

ラ
イ
キ
で
闘
う
と
い
う
姿
勢

を
。

　

新
人
事
・
賃
金
制
度
は
、

多
く
の
問
題
が
あ
る
。
制
度

内
容
の
改
善
・
見
直
し
と
と

も
に
、
反
対
の
立
場
で
団
体

交
渉
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　

労
働
協
約
に
つ
い
て
は
、

足
か
せ
に
な
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、「
仲
間
か
ら
評

価
さ
れ
る
運
動
」
か
ら
労
働

条
件
の
改
善
を
。

千
葉
代
議
員
（
東
京
・
新
橋
）

　

東
労
組
に
対
す
る
不
満
・

嫌
気
か
ら
国
労
の
普
段
の
活

動
を
見
て
54
歳
の
運
転
士
の

仲
間
が
加
入
を
決
断
。
今
後

も
組
織
拡
大
に
奮
闘
を
し
た

い
。
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可
動
式
の
ホ
ー
ム
柵
が
昨

年
６
月
に
恵
比
寿
・
目
黒

駅
に
先
行
導
入
。
２
０
１
７

年
ま
で
に
山
手
線
全
駅
設
置

を
前
倒
し
て
実
施
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、

ホ
ー
ム
柵
だ
け
で
の
安
全
と

せ
ず
視
覚
障
害
者
団
体
と
の

話
し
合
い
や
要
求
を
共
有
化

し
保
安
要
員
の
必
要
性
を
。

赤
沼
代
議
員
（
水
戸
）

　

震
災
・
原
発
関
係
で
２
度

の
団
体
交
渉
を
開
催
し
た

が
、
国
の
基
準
と
い
う
事
が

最
優
先
に
な
っ
て
い
る
。
地

方
の
交
渉
に
な
じ
ま
な
い
部

分
も
あ
る
の
で
本
部
対
策
委

員
会
の
設
置
検
討
を
願
う
と

同
時
に
早
急
な
要
求
集
約
交

渉
を
。

　

和
解
以
降
、
組
織
拡
大
の

環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い

る
。「
個
人
か
ら
班
そ
し
て

分
会
」
の
強
化
を
し
て
き
た

中
で
、
社
会
人
採
用
の
36

歳
の
仲
間
が
国
労
加
入
。
引

き
続
き
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。

粉
川
代
議
員
（
東
京
・
神
奈
川
）

　

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
職
場
確

保
で
駅
の
業
務
委
託
が
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
駅
ま
る
ご

と
や
一
線
区
で
６
駅
が
連
な

る
、
ま
た
は
線
区
の
７
割
が

委
託
駅
に
な
っ
て
い
る
の
は

問
題
。
改
善
を
。

　

契
約
社
員
の
雇
用
不
安
は

重
大
な
問
題
。
接
客
の
最
前

線
に
立
た
さ
れ
使
い
捨
て
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

さ
か
の
ぼ
れ
ば
「
今
後
の
駅

の
あ
り
方
」
で
行
わ
れ
て
き

た
。
改
め
て
見
直
し
も
求
め

て
行
く
こ
と
が
重
要
。
職
協

と
も
連
携
を
。

吉
沢
代
議
員
（
長
野
）

　

出
向
会
社
、
委
託
会
社
の

労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
運
動
を

創
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
地
方
を
ま
た
が
な

い
も
の
は
地
方
と
支
社
で
の

交
渉
ル
ー
ル
は
出
来
つ
つ
あ

る
が
、
各
地
方
が
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
資
料

の
作
成
を
。

　

北
陸
新
幹
線
延
伸
に
伴
う

並
行
在
来
線
問
題
。
長
野
・

新
潟
・
北
陸
の
３
地
本
で
、

地
域
住
民
の
足
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
知
恵
を
出
し
合
っ

て
い
る
。
積
極
的
な
か
か
わ

り
を
。

小
林
代
議
員
（
盛
岡
）

　

組
織
拡
大
の
芽
は
あ
る
。

そ
の
芽
を
咲
か
せ
る
こ
と
に

全
力
を
挙
げ
る
。

　

昨
年
の
大
会
提
起
を
受

け
、
労
働
協
約
に
関
し
て
意

思
統
一
を
し
て
き
た
。
国
労

に
対
す
る
変
化
の
一
方
で
、

職
場
に
は
「
不
公
平
感
」
が

ま
だ
あ
る
こ
と
も
事
実
。
し

か
し
、
全
て
の
問
題
が
解
決

し
て
か
ら
の
待
ち
の
姿
勢
で

は
な
く
、「
人
事
・
賃
金
制

度
見
直
し
」
と
の
関
わ
り
な

ど
就
業
規
則
の
改
定
が
見
込

ま
れ
る
今
を
機
会
に
、
組
織

拡
大
の
観
点
か
ら
も
「
客
観

的
条
件
」
整
備
を
。
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昨
日
の
経
過
で
６
名
、
本
日

の
方
針
で
20
名
、
計
26
名
の
代

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

答
弁

　

12
春
闘
に
お
け
る
貨
物
会
社

に
対
す
る
取
り
組
み
の
中
で
、

ス
ト
配
置
に
つ
い
て
、
中
央
戦

術
委
員
会
の
中
で
、
具
申
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

業
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
る
い

は
業
務
検
証
委
員
会
の
そ
の
後

に
つ
い
て
、
12
社
を
含
め
て
全

支
社
に
及
ぶ
よ
う
な
業
務
事
案

に
つ
い
て
、
集
ま
り
や
す
い
体

制
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
提
起
を
し
ま
し
た
。
検

修
外
注
化
の
問
題
な
ど
、
現
在

は
既
存
の
「
合
理
化
対
策
委
員

会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し

て
、
業
務
検
証
委
員
会
に
し
て

い
く
の
か
含
め
て
、
今
後
は
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

GS
問
題
に
つ
い
て
は
、「
駅

あ
り
」
施
策
の
中
で
発
生
し
た

問
題
、
検
証
に
つ
い
て
は
、
既

に
運
輸
協
議
会
の
皆
さ
ん
に

ボ
ー
ル
は
投
げ
て
あ
り
、
検
証

を
含
め
て
、
そ
の
中
か
ら
問
題
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と
し
て
切
り
口
を
別
に
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
と
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
基
づ
く
交
渉

等
々
、取
り
扱
い
に
つ
い
て「
他

の
地
方
へ
周
知
を
」
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
、
各
地
方
本
部
、
地

区
本
部
、
業
長
、
職
協
代
表
者

会
議
の
中
で
練
り
上
げ
た
形
で

周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
雑
駁
で
す
が
答
弁
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

集
約

　

そ
れ
で
は
、
集
約
に
入
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
第
１
点
目
と
し
て
、
東

日
本
大
震
災
に
対
す
る
課
題
に

つ
い
て
で
す
。
東
北
・
太
平
洋

沿
岸
線
区
の
復
旧
・
復
興
と
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
か
か
わ
る
課
題
及

び
非
常
時
に
お
け
る
対
応
等
に

集
約
さ
れ
ま
す
。
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
線
区
の
復
旧
・
復

興
に
つ
い
て
は
、
JR
東
日
本
単

独
で
解
決
で
き
る
課
題
で
は
な

く
、
政
治
及
び
政
府
を
は
じ
め

と
し
た
行
政
へ
の
要
請
な
ど
も

取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
関

東
交
運
労
協
を
は
じ
め
と
し
た

連
携
の
強
化
が
、
今
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

放
射
線
の
飛
散
が
収
束
の
見

え
な
い
中
で
の
社
員
等
の
安
全

に
か
か
わ
る
課
題
に
つ
い
て
、

JR
会
社
は
そ
の
責
任
を
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
社
員
・

家
族
の
安
心
な
く
し
て
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
保
は
あ
り
得
ま

せ
ん
。
放
射
能
汚
染
に
か
か
わ

る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
申
第

20
号
の
団
体
交
渉
の
開
催
に
向

け
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
か
ら
６
ヵ
月
が

経
過
す
る
中
、
新
た
な
課
題
も

多
く
発
生
し
、
今
後
、
問
題
点

あ
る
い
は
課
題
の
集
約
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

２
点
目
と
し
て
、「
合
理
化
」・

効
率
化
に
抗
し
て
安
全
・
安
定

輸
送
確
保
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
を
目
指
す
取
り

組
み
に
つ
い
て
で
す
。

　

人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
基
本
要
求
に
基

づ
く
団
体
交
渉
を
、
再
開
し
て

い
く
予
定
で
す
。
新
制
度
が
持

つ
課
題
を
、
引
き
続
き
弁
護
団

の
お
力
添
え
な
ど
も
い
た
だ
き

検
証
し
、
議
論
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

評
価
が
で
き
る
部
分
の
一
方

で
、大
き
な
問
題
も
含
ま
れ
ま
す
。

今
後
も
各
地
方
本
部
参
加
の
交
渉

体
制
を
継
続
し
、
課
題
を
共
有
化

し
、
適
宜
に
学
習
会
等
も
含
め
て

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

検
修
外
注
化
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
で
す
。
提
案
か

ら
丸
２
年
が
経
過
、
既
存
の
合

理
化
対
策
委
員
会
の
再
開
準
備

を
既
に
始
め
て
い
ま
す
が
、
機

関
・
職
協
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
に
関
す

る
課
題
に
つ
い
て
で
す
。
国
労

の
組
織
現
状
、
実
態
か
ら
も
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
本
年
６
月

に
運
用
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
か

か
わ
る
部
分
を
会
社
と
議
論
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
行
の
JR
で
決
す

る
の
は
お
金
と
年
休
、
ほ
か
の

労
働
条
件
・
就
労
条
件
は
す
べ

て
出
向
先
と
い
う
現
状
を
ど
う

改
善
さ
せ
て
い
く
の
か
、
ま
た

出
向
先
会
社
等
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
中
で
、
さ
ら
な
る

議
論
の
深
度
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

安
全
問
題
に
つ
い
て
。
鉄
道

事
故
、
重
大
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
年
２
回
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
安
全
経
協
を
頂
点

に
し
て
の
議
論
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
要
員
問
題
、
諸
設
備
及

び
施
策
を
検
証
す
る
議
論
づ
く

り
が
今
ひ
と
つ
不
足
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

そ
う
し
た
議
論
の
底
上
げ
を
す

る
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
働
く
者

の
安
全
・
安
心
を
求
め
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
外
部
講
師
な

ど
を
招
請
し
て
の
学
習
会
等
に

つ
い
て
も
開
催
し
ま
す
。

　

３
点
目
と
し
て
、
組
織
強
化

に
つ
い
て
で
す
。
当
た
り
前
の

よ
う
に
他
労
組
へ
加
入
し
て
き

た
時
代
は
終
焉
し
、
み
ず
か
ら

が
選
択
し
て
労
働
組
合
に
加
入

す
る
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
職
場
の
中
で

国
労
の
考
え
方
や
そ
れ
ら
に
基

づ
く
取
り
組
み
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
や
他
労
組
の
仲

間
の
思
い
に
届
く
取
り
組
み
を

よ
り
繊
細
に
、
か
つ
具
体
的
に

つ
く
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
組
織
部
長
会

議
等
の
開
催
に
つ
い
て
も
、
よ

り
重
層
的
な
も
の
と
し
て
い
き

ま
す
。

　

４
点
目
と
し
て
、
労
働
条
件

に
関
す
る
労
働
協
約
に
つ
い
て

で
す
。
現
在
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
新
た
な
人
事
・
賃
金
制

度
と
密
接
不
可
分
で
あ
り
、
現

行
就
業
規
則
が
大
幅
な
変
更
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
協
約
と
し

て
締
結
の
ポ
イ
ン
ト
も
そ
の
時

期
が
め
ど
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
経
過
を
踏
ま

え
、
新
制
度
の
交
渉
の
積
み
上

げ
を
す
る
こ
と
に
集
中
し
、
機

関
会
議
の
開
催
な
ど
を
踏
ま

え
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
取
り
扱

い
を
今
ま
で
以
上
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

第
５
点
目
と
し
て
、
12
春
闘

に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
間
、
単

一
組
織
と
し
て
新
賃
金
に
つ
い

て
は
統
一
要
求
を
掲
げ
て
、
各

会
社
と
の
対
応
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
期
末
手
当
に
つ

い
て
は
、
実
質
的
に
各
社
の
対

応
な
ど
が
ま
ち
ま
ち
の
状
況
か

ら
、
要
求
額
等
に
差
が
生
じ
て

い
ま
す
。
JR
東

日
本
に
つ
い
て

は
、
人
事
・
賃

金
制
度
の
見
直

し
の
施
策
が
想

定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
も
、
今
後
、

議
論
の
必
要
性

が
深
ま
っ
て
い

る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り

ま
す
が
、
平
和

と
民
主
主
義
を

守
る
闘
い
に
つ

い
て
で
す
。

反

原
発
・
脱
原
発
の
取
り
組
み
が
、

今
後
の
平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
闘
い
の
中
心
的
課
題
と
な
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

　

東
日
本
本
部
は
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
等
へ
の
直
接
的
な
加
盟

は
な
く
、
地
方
で
の
運
動
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
方

本
部
、
そ
し
て
地
区
本
部
で
の

取
り
組
み
を
今
後
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
あ
る
い
は
中
央

段
階
で
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本

部
と
連
携
を
図
っ
て
取
り
組
み

の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
で
、
第
25
回
定
期
大
会

に
お
け
る
書
記
長
集
約
及
び
答

弁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
日
間
の
ご
議
論
、
大
変
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。
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